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渡邊：関西学院大学の渡邊と申します。今
日はパネルディスカッションのコーディネー
ターを務めさせていただきます。今日お集ま
りの方々は、おそらく安曇野が好きな方、或
いは安曇野の景観に危機感を抱いておられる
方が多いかと思います。ですので、出来るだ
け議論の時間を増やしながら、これからどう
していけば良いのかを考えていきたいと思い
ます。安曇野市の景観計画が作られたのは一

つのゴールだったかもしれないですが、それ
は同時にスタートであると言えます。これか
らどうしていくのかという事について、短い
時間ですが有意義な議論が出来ればと思って
おります。まず４人のパネリストに話題提供
をいただいて、その後ディスカッションに入
りたいと思います。

《特集・安曇野の景観と水資源》
【報告】
『パネルディスカッション　―安曇野景観と安曇野の水を守る―』

話題提供
⑴　安曇野景観を市民はどうとらえているか
　　中野　康人　（関西学院大学社会学部教授）
⑵　安曇野の景観をめぐって：安曇野案内人倶楽部の活動
　　等々力秀和　（安曇野案内人倶楽部代表）
⑶　水の郷、水の危機
　　上條　和男　（（有）就一郎漬本舗代表取締役、安曇野市地下水保全対策研究委員会委員）
⑷　安曇野景観と水をめぐる問題
　　村山　研一　（信州大学人文学部教授）

ディスカッション　―安曇野の景観と水をめぐって―
［コーディネーター］

渡邊　　勉　（関西学院大学社会学部教授）
［パネリスト］

中野　康人
等々力秀和
上條　和男
村山　研一

日時：2012年３月10日（土）15：00～16：30
会場：安曇野市豊科交流学習センター「きぼう」
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⑴　安曇野景観を市民はどうとらえてい
るか

中野　康人

では、露払いと致しまして、紹介いただき
ました関西学院大学の中野が、まず簡単に
2010年に安曇野市で実施しました市民意識調
査の結果をご報告致します。2010年の３月に
安曇野市役所、それからお隣にいらっしゃい
ます信州大学の村山先生にご協力いただきま
して、関西学院大学の社会学部、またシンポ
ジウムを共催しております先端社会研究所が
調査を実施しました。安曇野市民の方々が安
曇野市の景観をどのように捉えているのか、
という事を調べる調査でした。此処にいらっ
しゃる方の多くは、安曇野市民の方、もしく
は安曇野に関わりのある方でしょうから、こ
れからご紹介する事は、皆様既にご存知の事
ですので、目新しい事では無いかもしれませ
んけれども、まさに露払いという事でお聞き
下さい。

調査自体は、108の行政区から10人ずつ
ピックアップしまして、1,080人に調査票を
郵送しました。その内580票が戻って参りま
して、53.7％という回収率でした。一番メイ
ンとなります調査項目ですが、「安曇野市の
景観をどのように評価するのか、どのように
思っているのか」、という事を、美しいか美
しくないか、もしくは、好きか好きではない
か、明るいか明るくないか、変えたいか変え
たくないか、という評価軸で答えてもらいま
した。「美しい」に関しましては、60％の対
象者の方が美しいという評価、「やや美し
い」も合わせますと、90％を超える方がポジ
ティブに評価をされています。当然だと思わ
れるかもしれませんけれども、例えば、私共
の勤務しております関西学院大学がございま

す西宮市ですが、兵庫県にありまして大阪と
神戸の間で、割と住宅地として人気のある場
所で、山あり海あり甲子園球場ありと良い所
なのですけれども、そこで調査を実施致しま
すと、「美しい」が８％ほど、「やや美しい」
が46％です。やっと過半数を超える位の人が
ポジティブな評価です。これでもその辺りで
は比較的高い評価と言えるのですけれども、
それに比較しますと、安曇野市は90％を超え
る人がポジティブな評価をするというのは驚
異的と言っても良いと思います。好きか好き
でないかというのも90％を超えております。
明るい、明るくないで70％を超える人がポジ
ティブに、そして、変えたくない、今の景観
を変えたくないという評価が60％を超える様
な数字になります。変えたいといった時に、
今有る物をそのまま残したいという意味で変
えたくないのか、それとももう既に何か変
わってしまったので、逆に昔の様に戻したい、
戻したいという意味で変えたいという評価も
混ざりますので、ちょっと難しいところがあ
るかと思います。「ここ最近、安曇野の景観
で変化した所があるか」という事を聞いた質
問に関しては、一番多かったのは、高速道路
の開通に伴うインターチェンジ付近の開発、
それから住宅開発というのが目に付きました。

さらに、質問の中では丸付け方式の質問で
は無くて、「具体的に安曇野市の景観として、
どんなものが思い浮かびますか」、という自
由記述で、各自の言葉で書いてもらうという
質問をしました。言葉が並びますので、分析
が難しいですけれども、お手元の資料の一番
下に自由記述の中から、単語を抜き出した物
を載せています。一番多かったのが、「北ア
ルプス」という単語です。これは194回出て
きました。表を見ていただきますと、山関連、
それから田園風景に関する言葉、それから今
日出てきました「道祖神」という言葉も出て
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きますけれども、こういった言葉が安曇野景
観を具体的に、市民の方が語る際に使われた
言葉になります。ここだけの話ですと、あま
り面白く無いと思うんですけれども、ここか
らさらに、安曇野の景観をどのように見てい
るのか、自然と調和しているとか、派手な看
板が多いとか、見晴らしを悪くする建物があ
るとか、色々な側面についての評価と、それ
と、安曇野市の景観が美しいと思うか思わな
いかとか、変えたいと思うか思わないのかと
いう事、それとの関係がどうなっているのか。
さらには、その回答者の方がどういう人なの
か、男なのか女なのか、若い方なのかそうで
ないのか、また安曇野生まれの方なのか、そ
れともよそから入って来られた方なのか、こ
ういった色んな項目との関係を見てみました。
そうしますと、強く関係しているのは、安曇
野の景観が自然と調和しているかどうか、こ
の点です。この点が、美しいかどうかに関係
している。逆に言うと、看板があるかどうか
とか、建物があるかどうかというのは、美し
いかどうかという意識とは関係していないと
いう結果です。同じ様に、明るいという様な
ものも、やはり自然との調和です。安曇野の
景観を好きかどうか、これも自然と調和して
いるかどうかが関係しています。

ただ、安曇野景観が好きかどうかというの
には、ずっと安曇野に住んでいる人とか、安
曇野によそから入ってきた人に比べて、U

ターンの人というのは強く安曇野を好きだと
いう結果が出ています。先程の自由記述に関
しまして、山の事を記述する人・しない人、
それから田畑のことを記述する人・しない人
というのは、色んな違いがございます。最後
に、次の方に橋渡しをするために違う論点を
出しておきますと、同じ景観、同じ山が見え
ても、同じ建物が見えても、それを好きと思
うかどうかとか、それが綺麗と思うかどうか
というのは、人によってさまざまなわけです。
これから、景観推進地区とか地区ごとに色ん
なルールを決めていこうという様な話が出て
くると思います。そうした時に、スムーズな
合意形成をするには、そこに住んでいる人達
が何を共通の項目として、景観として納得出
来るのかという事が重要になってくると思い
ます。みんなが共通して納得出来るもの、も
しくは共通して誇れるものです。現時点で安
曇野市全体では、山、自然が共通の項目とし
てあがってきています。これは現時点での事
ですから、おそらく景観を作っていくという
意味では、今ある評価だけではなくて、まだ
市民の人が気づいていないものとか、これか
ら作っていく物というものがあるかもしれま
せん。そういう意味では、今安曇野に住んで
いる方達がこれから景観についてどんな活動
をしていかれるのかというところが重要に
なってくると思います。

表１：「安曇野景観の具体例」の頻出単語（頻度）

北アルプス わさび 田園 風景 常念岳 アルプス 田 畑 山 山々

（194） （181） （157） （147） （141） （116） （114） （98） （87） （81）

川 安曇 水 道祖神 穂高 水田 きれい 念 大王 田んぼ

（64） （60） （56） （54） （52） （46） （43） （42） （39） （39）

有明山 自然 北 景色 山脈 農場 白鳥 空 長峰山 野

（35） （33） （32） （30） （29） （29） （29） （28） （28） （25）
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⑵　安曇野の景観をめぐって：安曇野案
内人倶楽部の活動

等々力秀和

等々力と言います。私がやっているのは景
観サポーターというもので、例えば「安曇野
案内人倶楽部」とか、NPOなど幾つかの代
表をやっていまして、その人達が皆協力して
くれています。例えばNPOの場合は、私の
他に４人位が地元の人達、後は皆Ｉターン、
Ｕターンの人達です。最近、遠くから来て今
明科に住んでいる人もいますし、そういう人
達ばかりです。私は安曇野に来る方達に、
「本当に安曇野が好きかい？ここは寂しい、
買い物に行くのも大変だじ、周りにいる人達
はうるさいですよ、お節介焼くけどいいだか
いね？」と聞きます。それでも良かったら住
んでみましょう、と紹介するんですけど、そ
うすると、皆が、「等々力さん、色んな事を
言ったけど、こんなに良い所があるじ」。人
間て不思議なもので、悪い事ばかり言うと良
いところを探すんですね。あんな事言ったっ
て、こんなに良い事ありますって。それで皆
が話が合って、それからは何のこだわりも無
く、色々私が言っても助けてくれます。

私は始め、「おひさま」の話が出た時に、
次のものは何だろうと考えて、ポストおひさ
まを狙えって言ったんですよ。でも、中々出
来ないね。そこで私は案内倶楽部を作った。
これが去年、約6,000人を案内しました。そ
の人達の実感をずっと肌で感じました。そう
した時に景観というもの、いわゆる風景とい
うものが安曇野にとってどの位重要かを感じ
ました。屋敷林という物が非常に景観で良い
所と言われているけれども、個人の持ち物で
すよね。だけど、それは町の財産でもあるわ
けです。そこにそれがあるから皆が安らぎを

感じます。でも、平均70歳以上、80歳、90歳
の人達が屋敷を守っているわけです。多いと
ころでは敷地が1,000坪位ある。それが、今
に守れなくなる。行ってみると分かりますが
裏にプレハブメーカーの家がいっぱい出来て
いる。景観がそれで壊れていく。穂高にも良
い景観がありましたが、大きな欅がありまし
たが、皆切られてしまった。しょうがないで
すよね、私の家では無いですから。でも、そ
うするとだんだん地域との交流が無くなって
しまう。

午前中の部会で色んな活動が紹介されまし
たが、聞いていると皆点なのです。今、商店
街活性化をやっていますが、今まで点だった
ものが、線になりつつあります。旧道を全面
通行止めにして色々やろうと思っていますが、
そういう事をやると商店街が段々元気になっ
てきます。今度、市で５万円を出してくれる
というので、商店街の空いた所を私は２つ借
りました。今度そこで店をやります。手仕事
をやる市をやります。手仕事をやる人達に集
まってもらってやりたいといって募集したら、
今までクラフトの人達だけでやっていたもの
が、多くの応募があった。どうしたらいいか
と思って、大分絞った。そうやったきっかけ
というのが、手を結ぼうと思ったからです。
自分だけでは出来ない、行政だけでも上手く
いかない。私は、行政は住民のものだと思う
が、そういうものを皆が何で共有しないのか
という事です。

私は大勢の方を案内したが、ただ観光とい
うのはバスが来て、バスガイドが右は何だ、
左は何だと言って帰って行ってしまう、それ
では何も残らない。安曇野は道祖神が今日本
一ですが、600～800あると言われている。星
空のまち100選や名水100選に選ばれている。
日本に一つしかない物がいっぱいある。例え
ば、穂高の街の中に日本で一つしかない火の
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見がある。目の前に住んでいる人が知らない。
そういう物が安曇野にあるのに知らないでい
る。そうやって話すと、何処にあるのですか
となるので、本を作った。そういう物を通じ
て安曇野を知ってもらう、そうする事によっ
て自分達が楽になる。というのは仲間が生ま
れて来る。助けてくれる人が出て来る。それ
が一つになった時に初めて私達がやった事は
良かったじゃないかという事になります。

景観というのはそういう人に守られている。
景観というのは自分達が作ったわけでは無い。
昔から物語がある。ブランドをやたら作れば
良いというものでは無い。でもその作った物
がここで本当に受けるかどうかというのは、
そこに物語があるから初めてブランドになる
のであって、そこで色んな物をぱっと作っ
たってしょうがない。ディズニーランドが何
で良いかというと、おもてなしがあんなにあ
るから。もう一度行ってみたいと思わせな
きゃ。松本の伊勢町は綺麗だと思いませんか。
中町はお洒落な町だと思いませんか。でも、
綺麗な町は飽きてしまう。がお洒落な町は飽
きない。そういう町に安曇野はなっています。
それを壊すべきではない。それを皆で守って
行く様にこれから頑張っていきたいと思いま
すので宜しくお願い致します。

⑶　水の郷、水の危機

上條　和男

それでは、お話をしていきたいと思います。
二年前に市長の方から、水に対しての答申を
お願いしたいという事を受けて、安曇野市地
下水保全対策委員会の委員を引き受けました。
一番の最初の理念で水の位置づけ、水という
のはどういう事かという事の基本から始まり
ます。まず何と言っても水と空気でございま

すが、この二つは人間を含むそれぞれ生きと
し生ける物の全ての物の生命の根源でござい
ます。この根源の元について、次に出た課題
は一体、水、水源というのは誰の物であるか。
現在まだ法律上、その土地を所有したら上と
下はその所有者の物だという事になっており
ます。ただし、もうそんな事を言っている時
代では無くなります。安曇野の10万人の生命
の維持は水によってなされています。その時
に一個人であったり、一企業の物ではあり得
ないという事から、おおやけのみず「公水」
という事で考えは一致しております。

では現状はどういう事かとお話ししますと、
こちらばかり勝手に思ってもいけないのでア
ンケートを取りましたところ、誰の物である
かという時に、皆の物であるというアンケー
ト結果が97％でございました。そして、誰が
これを守って行かなくてはならないかという
アンケートの時に、皆で守って行かなくては
いけないというのが93.4％位でございました。
それでは実際、水の状況はどうなっているか
と申し上げますと、公式の調査は国土交通省
でいくつか掘削して調査をしております。今
日まで約25年から30年近く経つと思いますが、
明確に地下水は減少しております。私は今か
ら40年前に工場を建てまして、その次の第２
工場を建てた時には、最初の時に掘ってサイ
ロを作ろうとしたら水が溢れ出て来て、とて
も方策をとらないとコンクリートが固まりま
せんでした。20年後に工場を建てた時に、同
じサイロを作った時にもう水が出ませんでし
た。私はわさび屋であり漬物屋でございます
が、私自身も地下水を上げて工場を運営して
おりますので分かりますが、間違い無く水が
下がって来ております。

そんな現状の中で、今度はどの様な形でこ
の減り続けている地下水を、まず第一段階は
減るのを止め、次に何とか本来これだけは必
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要だという所まで水の量を増やし、そして更
にそれ以上に増やして参りたいとそんな具合
に思っております。地下浸透について、私も
初めて涵養という言葉を知ったのですが、そ
の涵養という事の中で現在検討しております
のが、雨水、休耕田の利用、冬水田んぼ、空
いている農地に麦などを作る転作農業などで
す。こんな事をしなくてはいけなくなった原
因の一つは国の政策に失敗がございまして、
既にご存知の通り、休耕田というのは全体の
田んぼの３割から４割になっておりますので、
自動的に地下に浸透していく水もそれだけ
減って来ているという原因がございます。

では涵養にどの様なやり方があるかという
ので、お金がかかる涵養の仕方と、お金がか
からなくても涵養出来る道という事を考えて
みました。これからは私の持論ですが、最初
に一番的確に水を守れる道の一つが節水でご
ざいます。ご存知の通り、大震災からあの時
何とか急場を救ったのは節電が最初の仕事で、
その節電をしている間に火力発電所が動きな
がら何とか使う分の電気だけは補った。短期
的計画、中期的計画、長期的計画が必要だろ
う。一発で変わってくるのは節水だろうと
思っています。そして今度は中期的にどうす
るかと言ったら、今言った涵養を繋げる事だ
ろう。水を上げている人間だったら分かると
思うんですが、田んぼに水が入って来ると地
下水の水位が２～３か月後に上がってきます。
そして今度、田んぼに水が入らなくなると、
２～３か月後に地下水がすっと低下して来る
という現象がございまして、案外短期的とい
うか、中期的に見てもやはり水を張るという
事は結構な効果があると思っています。そし
て水質の問題でございますが、どんなに皆で
頑張って水を守って、何とか地下に水を入れ
込んでも、絶対条件がございます。使える水
がちゃんと地下水に入っているかどうかとい

う水質の問題でございます。ですから、一緒
にこの問題は解決をしていかないと地下水の
保全にならないと考えております。

そして、今言った様に色んな事がございま
す。私自身も初めて知ったのですが、安曇野
の10万人都市の中で、三郷以外の所は全部地
下水を上げて家庭用の水道水としています。
もう何年かすれば、三郷も地下水を使うとい
う事になりますので、10万人の命を守る地下
水であるという事でございます。今、「青い
金」という表題で信濃毎日新聞が特集をして
います。安曇野で考えている事と全く違う事
が２点ほどございます。それは人に使わせな
いために頑張っているわけではありません。
何とか水が減る事を皆で頑張って協力し合っ
て減らない様にしましょうという事です。皆
で水を増やしていった時に、わさび田であれ、
工業界であれ、ペットボトルの水であれ、そ
れを使わせないために考えているわけではあ
りません。皆が潤ってもらうために何をして
いったら良いのか。農業も工業も生命も、ま
たこういう水産業の方々も全員が産業として
成り立つために頑張って参りたいと、そんな
事で第一回目の答申を出しまして、今年の７
月か８月迄には最終答申を出して、条例化を
図っていくという状態で進んでいます。限ら
れた水の恵みを分かち合い、皆が共存共栄出
来る地下水の利用の仕組みが必要である、以
上でございます。

⑷　安曇野景観と水をめぐる問題

村山　研一

景観問題と水問題、この２つが安曇野市に
とって重要な問題として出て来ていると思い
ます。景観問題については、合併のところで
どういう形で市民が景観をコントロールして
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いくのかという事が大きな問題として出て来
たと思います。そして、水問題というのはも
う一つの大きな問題として前々から言われて
いましたけれども、かなり差し迫った問題と
して出て来ています。この２つは連続した問
題で、この問題の解決は、日本の中でのこれ
までの類似の問題の展開を見て行きますと、
住民が積極的にこの問題解決に挑まなければ、
恐らく解決はできないだろうと思います。

この事について少し話をさせていただきた
いと思います。まず日本における景観問題が
どういった形で生まれて来たかを見ますと、
1960年代が出現時期であると考えています。
何をきっかけに出現して来たかというと、結
局、大都市周辺の開発、スクラップアンドビ
ルドで、それまでの街並みが大きく変動をし
て行く、都市周辺の自然が大きく変わって行
く、その辺からだと思います。自然景観、人
文景観、両者を含めて景観の大変貌といった
ものが起きて来た。これが丁度高度成長と共
に生まれて来たと思います。

例えば、景観問題が大きく意識される様に
なって来たのは、京都とか鎌倉で住宅開発が
盛んに行われる様になった頃からです。1963
年に、鶴ヶ丘八幡宮の裏山の開発計画といっ
たものが表に現れて来たのです。従来の土地
の考え方からすると、土地が私有地であれば
その私有地をどういう形で使おうが所有者の
自由という事になります。この時に、裏山が
ディベロッパーの手に落ち、住宅団地の造成
が計画された訳です。この計画が実現すると、
鶴ヶ丘八幡宮の後ろの山に住宅団地がそびえ
るといった景観が出来る。ところが、日本の
神社とか寺院というのは、山を後ろに抱えて、
山と一体で神社、寺院という物が存在してい
る訳です。それが丸裸にされてしまうといっ
た問題になる訳です。この時の大きな問題と
いうのは、私有地の開発については、行政は

規制する手段を持たなかったという事です。
この後になると、都市計画法の全面改正が
1968年に行われて、十分では無いかも知れま
せんが色々な規制手段というのが行使出来る
様になりますが、この時は行政も手出しが出
来無かった訳です。しかし住民が体を張って
反対運動を起こした。そこで最終的に神奈川
県知事がどうしたかというと、ディベロッ
パーとしては儲けが出ない様な厳しい開発条
件を出して認可した。最終的にはナショナル
トラスト方式で市民が募金を集めて、八幡宮
の裏山を買うという形で開発を回避をしたと
いう歴史があります。この辺りから景観問題
が始まっていると言って良いかと思います。
この時の副産物として、1966年に「古都保存
法」というのが生まれています。

こういう事をきっかけにして、地域の景観
を保護しようという動きが各地に生まれて行
きました。そして、景観条例を制定する動き
が、金沢市、倉敷市などで出て来る訳ですね。
もう一つ、景観の変化を規制するというだけ
ではなく、景観づくりを進めて行くといった
動きが、長野県で始まって行きます。それが
妻籠宿の保存で、最終的に「重要伝統的建造
物群保存地区」の制度が出来ます。歴史を見
て行きますと、結局住民がまず始める、自治
体がその後に動き出す。しかしながら、法律
に基づかない条例は規制手段としては強制力
が薄いといった問題が出て来る。最後にやっ
と国が動き出して、2004年に景観法が成立し
た。景観というのは土地の集合から生まれて
来るものなのですけれども、景観を形成する
土地というのは多くの場合私有地で、私有地
の集まりが一つの景観を成していて、その景
観がその地域全体の一種の重要な資産になっ
ている。そういった構造がある訳です。それ
をどうやって守ったら良いのかといった事が、
大きな問題として出てきた訳です。一つは法
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的な手段によって規制するといった事もそれ
なりの効果を持つ訳です。しかしながら、そ
の景観を作っている土地の所有者全体が、合
意の上で景観の重要性というのを認識してそ
れを維持して行く、若しくはもっと良い景観
を作って行く、そういう事をしなければ、景
観というものは維持出来ない物だと思います。

もう一つの地下水問題ですが、問題の根底
に、日本においては統一的な水法つまり水に
ついての法律が存在しないという事がしばし
ば指摘されています。地表水ついては慣習法
として権利関係といったものが非常に厳しい
形でもって存在している事が多い訳で、所謂、
水利権と言います。水利権の事については、
一応河川法によって管理するという形になっ
ています。法的には地表水についての権利関
係といったものが認められている訳です。と
ころが地下水については、一部、慣習法によ
る権利関係が存在している場合も有りますが、
殆ど無規制状態にあった訳です。先程、上條
さんからお話がありました様に、私有地から
の地下水の汲み上げというのは自由・無制限
というのが日本の原則となっている訳です。
しかし、この原則というのは、自分の土地で
井戸水を汲んで、それで生活をするという様
な事を想定していると私は思う訳です。その
範囲内で使っていくには何も問題無いのだけ
れども、その範囲を超えた地下水利用が出て
来ているという事が問題となる訳です。特に、
近年緊急の問題になっているのは、水ビジネ
スといったものが展開して来て、グローバル
化の中で水争いといったものが起きて来てい
るという背景がある訳です。そうすると、そ
んな事は無縁だと思っていた安曇野市や長野
県の山間部が、実はこの様な問題の中に入り
込んでしまっているという様な事になる訳で
す。地下水を無制限に利用するといった様な
事を、グローバル化の時代の中で認めて行く

事は非常に問題が出て来る事だろうと思いま
す。

地下水の問題は、景観悪化が安曇野にどう
いった影響をもたらすのか、というのと同じ
種類の問題である訳です。水位が低下してい
るという話が出て来ましたが、その事が市民
生活、景観、そして産業に大きな悪影響をも
たらすという事が非常にはっきりしている訳
です。やはり、地下水を含めた水を、景観と
同様に、地域の集合財として考える必要が有
るかと思います。そのための一つの手法とし
て規制を考える必要が有るとも思います。条
例によって地下水の汲み上げを規制するとい
う事になるでしょう。ただし、やり方によっ
ては、民法を楯に訴訟といった事になる可能
性もあるでしょう。もう一つは、保全する、
大事に使う、涵養するというものです。景観
についても、これはやってはいけないという
形で景観を維持するという事もありますが、
もう一つ、景観づくりをやっていく手法も有
る訳です。やはり、規制と保全の両面で考え
ていく必要があると思います。

地下水といった物がどういう意味があるの
か、どの様な価値があるのかという事につい
て、市民の方々の間で共通認識を持ちながら、
ではこの部分は規制で行きましょう、この部
分は水を大事に使う、水を涵養する、そうい
う形で維持して行きましょうという、具体化
のデザインといった物をやはり作って行かな
いといけない時期に来ているだろうなと思い
ます。では、誰が作っていくかというと、国
を待っていたら、遅すぎる。行政にお願いを
するというのもありますけど、それ以前に市
民がやはり問題提起して行く、具体的にアク
ションを起こして行くという事が重要なので
はないかと私自身は思っております。
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ディスカッション
－安曇野の景観と水をめぐって－

渡邊：４人のパネリストの方々に話題提供
をいただきましたので、これから議論をして
行きたいと思います。４人のお話を私なりに
まとめさせていただくと、景観問題にしろ、
水の問題にしろ、問題は大きく二つ有るので
はないかと思います。一つは、どうやって
ルールを作っていくかという問題です。上條
さんのお話にあった様に共存共栄して行くた
めには、ただ規制するだけでは無く、それを
維持して、持続的に使って行くためのルール
作りをどうするのかという問題があります。
村山先生のお話にもあった様に、従来私有財
である景観や水が、皆の物として維持される
ルールをどうやって作って行くのかという事
ですね。等々力さんから屋敷林の話がありま
したが、個人の所有物をその個人とは関係の
無い人達が支えて行くという仕組みをどう
やって作って行くのか。つまり、景観であれ、
水であれ、今の法律の下では私有財として扱
われ得る物を、皆の物として扱って行くため
のルール作りをどうするのか、という事だと
思います。それについてまず各パネリストの
方々から、ご意見を伺いたいと思います。
ルールにもフォーマルなルールが有るのと同
時に、コミュニティでしか通用しないイン
フォーマルなルール、つまり暗黙のルールと
いうか皆で何とかして行こうよ、というルー
ルをどうやって作って行くのか、という課題
があると思います。上條さんと等々力さんに
少しお話しを頂ければと思います。

上條：まずはルール作りの件でございます
が、大きく分けて二段階に考えております。
現在、既得権を持たれ、実際にもう水を上げ
ていらっしゃる方の問題と、これから新しく
取水をしようとする場合についてです。まず、

第一段階として、これから新しく取水をしよ
うとする方々には、基本的に「届け出制」と
「認可制」という事を考えております。当然
の事ながら、水を汲み上げる意味も含めて、
新しく上げる場合には届け出をお願いする。
そして届け出の中から、自分の家だけで使う
井戸を掘る程度であるのかどうかを精査して、
新しく取水をする事についての一つの関門を
作りたいと考えております。二番目の方は先
程も申し上げました通り、ただで取水しても
地下水が一杯になる様な方策があれば良いの
ですが、中々そういう訳にはいかない。そう
すると、負担の問題が出て参ります。冬水田
んぼに水を入れてもらって、耕運機で耕して
もらうためには労力も必要になって来る。ま
た、転作田でしたら、麦を植えるために、そ
の前に２～３か月水を入れてもらって、それ
から麦を植えてもらうとか色んな方策を考え
る必要が出て参ります。そうすると必ず、費
用と負担の問題が出て来る。現在どうやった
らその負担が公平になるかという数値を作成
最中でございます。そしてまだ全体の形では
決まっておりませんが、差別はしませんが区
別をして負担をしていただく。そのまま水が
全部お金になってしまう水の汲み方と、流れ
てきた水を使わせてはもらうけどそのまま、
また自然に還って行く場合と、色んな形があ
ると思います。今どの様な形にして費用負担
をしていただくかというところに差し掛かっ
ておりますが、お金の問題になりますと総論
賛成で各論で全部反対でございますので、少
しでも胸に落ちる形で実行して参りたい。で
すから、涵養をきちっと仕上げる、そして節
水をして行く、そして結果として安曇野の産
業の発展と水の資源における共存共栄を図り
たい、そういう事でございます。

等々力：「安曇野の屋敷林」という本を皆
で作りましたが、これは「元気づくり支援
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金」で作ったのですが、屋敷林の基金を作り
ました。２千円を出していただいて、今60人
位の会員が集まりました。それを元に活動し
ています。例えば富山の方では、全員に500
円位持ってもらって、屋敷林の有る家に訪問
をして、その家の葉っぱなどを全部片づけて
持って帰る、それを堆肥として保存するとい
う事をやっています。それからもう一つは、
その地域の素晴らしい屋敷林について、その
人達の不動産税をある程度安くしてあげる、
そうする事によって、その家で色んな剪定な
どにかかる50万円や100万円のお金を幾らか
でも軽くしてあげようという運動をしている
所もあります。そういうところに持って行け
たら嬉しいと思います。今の水の話もそうな
んですが、私は安曇野の景観というのは水が
重要な物だと思います。今70万トンの水が毎
日湧いていますが、ある所では一日8,000ト
ンもの水を汲み上げるのです。たまったもの
ではない。そういう事から考えると、第２の
景観というのは水だと思います。屋敷林の保
存に戻りますが、私達一人一人がその持ち主
の所に、実際に私は何回もお邪魔をしたんで
すよ。50軒位を月に１回か２回、お邪魔をし
ては状況を聞いて調査をしました。色んな調
査をした中で、漸くこの本が出たんですね。
それを元にして、安曇野の景観を守っていこ
うという事を考えています。もう一つは、
DCキャンペーンというのを昨年やりました
けど、リゾートビューというDCキャンペー
ンの電車が今走っています。そこに私が乗っ
て、安曇野の方言で寸劇をやっています。こ
れが非常に受けて、また今年一年ずっとやっ
てくれというので、一年間電車に乗らなくて
はならないので大変なのですが、協力をして
もらってやっています。そこに来る人達が穂
高の駅で20分程降ります。そこで歩いても
らって、街の中を、お宮まで行ってお祈りを

してもらって帰って来るのですが、その時に
その方達に色々な事を聞いてみたんですが、
屋敷林の事に非常に関心を持っている方が居
ます。お宮に行った時に皆さんに聞いてみた
いのですが、皆さん、お願いをすると思いま
す。良い子が産まれます様にとか、長生きが
出来ます様にとか、美人にずっといます様に
とか言います。ところが、感謝が無いのです。
今迄育ててくれてありがとう、と誰も言わな
いのです。お願いをするばかりなんですよ。
全く同じなのが観光で、色んな事をお願いす
るきりなのです。自分から行動をして、それ
を何とかしようという気が皆無い様な気がす
るんですね。私は自分の町をこう考えたので
す。自分の家、所謂公民館が家だとします。
自分の家は部屋、通っている道は廊下と思え
ば、廊下にゴミが落ちていれば拾うのは自分
の家の責任という事ですよね。子供たちが何
かあったら、とにかく危険な所を予防しよう
とするじゃないですか。そういう町づくりが
あったら、景観だって環境だって何だって上
手く行くんですよ。それが今段々、自分だけ
良ければみたいなところが何処かに見え隠れ
しているんですね。だから何かで連携をしよ
うと思っても、中々それが上手く行かない。
それが何とか取り払う事が出来ればと思いま
す。今は信頼関係が段々無くなって来ていま
す。行政と住民との間も信頼関係が段々おか
しな方向になっています。屋敷林も水も全て
は信頼関係と協力だと思います。

渡邊：非常に興味深いお話です。今のお話
から、結局どう合意するのかという事が問題
になるのではないでしょうか。水の話もそう
ですし、屋敷林の場合も結局はどうやって住
民同士が納得し合えるか、という事なのでは
ないかなと思うのですが、その点について村
山先生と中野さんはどうお考えなのか、ご意
見があればお願いします。



地域ブランド研究第８号　2013.	2

55

村山：一人一人の人間が納得し合うのは、
全く別の考え方を持っている人間だと、お互
い納得するまで持って行くというのは、難し
いかもしれないと思います。ただ、景観の問
題も地下水の利用の問題も、重要な所は、例
えば安曇野の景観がどういった物だったのか、
というところから出発して行くという事が重
要だと思うのです。では、出発点を何処に置
くのかという事が問題になるのですけれども、
正直言って、安曇族から出発をすると、景観
の問題というのは難しくなるだろうと思いま
す。安曇野の景観イメージの形成は明治末か
ら昭和の初め迄の頃と言って良いと思うので
すけれども、その頃の安曇野の景観というの
はどういった物だったのかを復元をして行き
ながら出発するのが良いと思います。その頃
の景観が、全部が全部良いものであると言え
るかどうかは分かりませんが、その頃の景観
の何が特に優れているのかという事をはっき
りさせていくというところから出発すれば、
住民の間での合意は得られるのではないかと
思います。安曇野の景観とはこういった物な
のだから、これだけはやる事をやるのは止め
ようねとか。ただ、その頃に戻そうという事
は乱暴な議論になります。我々の生活も変
わって来ている、都市化も進んできている。
昔に帰る事は出来ないのですが、しかしなが
ら、例えばその時代の景観の何が素晴らし
かったのか、ではそれをお互いに共通の価値
として守っていこう、そういったところから
始めて行けば、合意は得られると思うのです。
水の利用についても実は同じで、地表水と地
下水を含めた安曇野の水利用とがどういう形
で進んで来たのかという歴史に戻っていく事
が重要だと思います。その頃はどういう形で
水を利用していたか、その後どういう産業が
生まれて来たのかという変化を見ながら、こ
こまでは地下水の利用として認めて良いと思

うけれども、これから先はまずいのではない
のかという様な、ある程度共通の合意が出来
るのではないのかと思っています。ですから
私が、前のところの報告で安曇野の現イメー
ジという事を言いましたけれども、その辺に
戻って見るというのが有効な手段なのではな
いかと思っているところです。

中野：景観に関しても、水に関しても、一
人一人の行動と全体の事を考えるという事が
一つの軸になっているかと思います。私は社
会学をやっていますが、社会学の中では、こ
ういう問題を、社会的ジレンマとか合理的な
愚か者の問題と言っていまして、一人一人が
合理的に自分の利に沿った事をすると、社会
的にはおかしな事が起こってしまう。こうい
う問題を解決するのは難しいというか、原理
的には無理といっても良い位の問題なのです。
ただ、幾つか解決へのポイントとして言われ
ているのは、まず一つは危機意識です。今、
水にしろ、景観にしろ、何が無くなったら困
るのか。これを分かっていないと、一人一人
が自分の何かを抑えてまで、全体の事を考え
るという事は出来なくなります。もう一つは、
有効性という事です。自分が何を出来るのか、
その問題に対して、どんな貢献が出来るのか、
という情報がないと中々動きは出て来ません。
そういった時に景観に関して言うと、安曇野
の景観がどういうものなのかという合意を取
る必要が出て来るでしょう。ただ先程、話題
提供のところで若干飛ばした所ですけれども、
安曇野景観の具体例というので、言葉を抽出
しましたけれども、例えば、山関連の言葉で
すと、どちらかというと、男性、若しくは高
齢の方が山の事を言及しがちです。一方わさ
び、という単語だけに限定をしますと、若い
人、それから女性が言及しやすい。あと、道
祖神もそうです、道祖神も若い人と女性です。
屋敷林の話も出ていましたが、屋敷林は男性
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で高齢者が言及しがちです。なぜそうなって
いるのかというと色々理由があると思うので
すけれども、少なくとも安曇野の景観といっ
た時にイメージする物が、その人がどんな人
なのかという事によって、ズレと言いますか、
色々な違いがあるのだろうと思います。これ
から合意を取ろうという時に、誰にどんな
メッセージを送って行くのかいう事を考えな
がらやらなくてはいけないのかなと思います。

渡邊：今のお話を聞いて思ったのですが、
要するに知識の問題なのではないでしょうか。
例えば、事前にいただいていた地下水の保全
のアンケート調査の結果を見ると、「安曇野
市の水道水の大部分は地下水を利用している
事を知っていましたか」という質問で、知ら
なかった人が55％もいます。これでは危機意
識には恐らく繋がらないと思います。つまり、
この結果を裏返せば、地下水が無くなっても、
自分達の生活は変わらないと思っている人が
多いという事のあらわれだと思います。等々
力さんは、拾ヶ堰や原風景を巡るウォッチン
グマップなど色々作られていますが、安曇野
の歴史や文化、自然を知る、という事が重要
だとお考えになってこの様な活動をされてい
るのかなと思いました。合意を得るためには、
まず知識を共有する事が重要なのではないか
と思うのですが、その点について、上條さん
と等々力さんにお伺いしたいと思います。

上條：先程、危機意識と有効性と、良い勉
強になりました。大事な事は先程私が申し上
げた通り、大体、安曇野の10万人地下水を飲
み水にしている訳です。10万人の生命を守っ
ているのは地下水だという事を、この委員に
なってやっと知った程度の認識でございます。
これから連続して保全対策委員会を開きます
けれども、どうやってこの事をお分かりいた
だくかという事を考えています。もう一つは、
有効性あるいは費用対効果です。負担せざる

を得ない時は、間違えなくあなたから協力し
ていただいた事によって、これだけの事が得
られるという事を、委員会の中においても提
案しながら実現に向けて行きたい、以上でご
ざいます。

等々力：私達が本を出しているのは理由が
幾つかあります。一つには、まだ自分が知ら
ないのです。自分の街にどんな物があるか知
らないのです。屋根の上に雀踊りというのが
有るけれども何だろう、知っている人がどの
位居るのだろうか。本棟造りとは何だろうか。
それから、道祖神の中身も全然知らない人が
多いですね。例えば、安曇野の内、豊科の方
は非常に文字神が多いです。文字で道祖神と
書いてあります。その他にも、二十三夜塔と
か庚申塔と言うのがあります。御庚申様と言
うのは、聞いた事がありますよね。御庚申様
と言うのは、６戸位の家が寄り添って夜通し
眠らず集団で賑やかに過ごすのですけれども、
こういう物の生い立ちというのが、文化文政
の頃に生まれた物が一番多い様です。大体、
道祖神というのは何処かから盗んで来た。盗
んで来て其処に置く。ただ、盗んで来ただけ
では泥棒になってしまうので帯代を払います。
後ろに帯代５両、10両とか書いてあります。
帯代とは結納金です。それで相手の地区にお
願いに行って、実は若い者が盗んで来てし
まったので、悪いが結納金を払うので頂きた
い。そして裏に10両と帯代を書く。そうする
と盗られた人達は、嫁入りに行ったと言う。
自分達の作った物が如何に優秀かを認めて
持って行った。だから、今度はもっと良い物
を作ろうかという事で、どんどん増えたのが
安曇野です。要するに、そこの地域の入口の
所に、悪い病気とか色々な物が来ない様に防
ぐために道祖神を作ったのです。最初は、変
な事を言う様ですが、男の象徴が祀られてい
ました。段々それが、夫婦円満とか、家内安
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全とか、色々な事で二人が握手をした握手像
ですとか、お酒を注ぎ合っている酒器像に
なって来ました。それが発端で、安曇野には
優秀なお坊さんが書いた豪快な道祖神も有り
ますし、古代文字で書いた物も有ります。日
本に一つしかない大きな道祖神も有ります。
そういう物を見て歩く時、自分でその場所に
行って初めて、この地域はこういう事で発展
して来て、今があるのだなというのが見えて
来る訳です。それを案内して、100人位の方
達と一緒に歩く時に、自分達が知っていなけ
ればならないと思って、村史とか町誌を一生
懸命調べたり、図書館に行って調べて、それ
を本にしました。それを来た方全員に差し上
げます。そうするとその方達がまたそれを
持って訪ねて回ります。男はあまりあてにな
らないのです。女性です。女性はある言葉を
言います。何か分かりますか。「聞いて聞い
て、私、あそこに行ったらこんなに美味しい
物があったのよ、あの家良い家だよ、ちょっ
と見に行こうか。」となります。そうすると、
その人がその女性を連れて食べに行くのです。
それが、地産地消に繋がって、商売に繋がっ
て行くのです。いかに40、50、60代の女性を
ターゲットにして、その人達をおもてなしす
るか。それによって、その店の繁盛が決まり
ます。逆に、「あそこの店に行ったんだけど、
こんな悪い事があったよ。」、と言ってしまう
と、その店はどんどん下がって行きます。い
くら10人が頑張っても11人目の一人が駄目
だったら、その店は駄目になります。という
事は、皆が一つにならないといけない。行政
も町もそうです。皆が一つにならないで、誰
かが自分勝手な事ばかりやると、折角皆が
作ってきた物が駄目になるのです。それから、
女性が如何に元気にしているか。あそこの女
性は元気ですよ、凄いよ、ズクがあるよ、そ
ういう昔からある伝統的な楽しさみたいな物

を皆共有している訳です。それがどうして薄
れて行くのかなと思います。だから私は方言
を一生懸命やっているのですが、そういう事
を皆の中で共有していて初めて仲間づくりが
出来るのです。さも無かったら、年寄りが折
角色んな年寄りの知恵袋など色んな事をやっ
ているのに、皆年寄りを馬鹿にする。何故年
寄りを大事にして行かないのか。祖先が守っ
て来た物は土地です。それを守っているのは
自分達です。自分達がオンボロの家に住んで
いて、これから作るであろう新しい子供達の
ためにやっている訳だから、それは借金を共
有するべきです。そういう世間の中で生きて
いる訳ですから、何等かの方法でどうでも行
政と一緒になって行かなくてはいけない。行
政も住民も景観も同じなのです。コミュニ
ケーションがしっかりしている内は、その家
と仲が良いから、文句言い様が無いのです。
それが孤立してしまう事によって、その人が
段々駄目になって行ってしまう。地域の防災
もそうです。その町が良くなるか悪くなるか
が決まりますので、折角皆さん此処で一緒に
なったのだから、そういう気持ちを皆持って、
頑張ってもらえば町も良くなると思います。

渡邊：ありがとうございます。もう締めの
言葉の様な感じになりましたが、話を少し元
に戻させていただきます。村山先生は先程の
お話で、近代以降の安曇野の話、安曇野とは
何だったのか、という話をされていましたが、
安曇野についての知識の問題というか、住民
が何を知るべきなのか、何を知って行くべき
なのか、という事について何かご意見があれ
ばお願いします。

村山：その辺のところは、等々力さんを見
習って、興味を持つ、調べるという事だと思
います。例えば、道祖神とは一体何なのかは
私も良く分からないと言うのが正直なところ
でしたが、等々力さんの話を聞いて、そう
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だったのかと思いました。我々の生活の中で、
道祖神はどう生きて来たのかと言うのが分
かった訳です。ですから、個人では、身の回
りにある事にまず興味を持つという様な事か
ら始めるのが良いと思います。コミュニティ
での活動というレベルなって来ますと、この
地域のこれは一体何なのだろうかとか、何で
こういった様な風習があるのか、そう言った
ところから始めてそれを広げて行くと、何処
かで景観の問題にぶち当たる。水の問題にし
ても、地下水をどれだけ我々は使っているの
かといった事を知るといったところから始
まって行く訳です。そうすると、まずコミュ
ニティで水をどうしましょうという事になり
ます。でも地下水というのは繋がっています
よね。コミュニティだけで出来るのかと言う
と出来ない。市全体で考えないといけない。
だから問題が広がって行きます。でも、地下
水問題というのは、実は安曇野だけでもって
考える訳にはいかない。地下水はどう繋がっ
ているか分からない訳です。その全貌と言う
のは実は殆どの人は分からない。そうすると、
今度は広域で考えなくてはいけない。最終的
には、どんどん問題が広がって行きます。や
はり出発点というのは、身近な所で調べて行
く、或いは地域の中では身近な課題を掘り下
げて行く事になるのかなと思います。

渡邊：景観や水の問題を考える時に重要な
のは、一つ目はどうやってルールを作るかと
いう事だと思いますが、もう一つはそれをど
うやって維持をして行くのかが重要です。安
曇野市では、これから景観条例に基づいて安
曇野の景観を維持して行く、保全して行く事
になります。或いは、水についてもこれから
ルールが作られて、それを維持して行く事に
なるでしょう。しかしルールが作られてもそ
れをどうやって維持して行くのかという仕組
みがないと維持して行く事は出来ないのでは

ないかと思います。そこで、上條さんに地下
水問題について、どうやって維持が可能な仕
組みを作ろうとしているのかという事につい
て、教えていただきたいと思います。また、
午前の部会で多くの方々が、人と人との繋が
りや、ネットワークが重要だという話をされ
ていましたが、先程まさに等々力さんがその
様なお話をされていたかと思います。点では
なく線だという話ですが、どの様にルールを
維持していくかを考えた時、そうした繋がり
が必要なのではないでしょうか。更にもう一
つ、午前中の話で重要だったのは、持続性の
話だったかと思います。等々力さんに今活動
をされている活動の経験から、繋がりや持続
性について、お話を伺いたいと思います。

上條：まずは今のお話の通り折角作ってみ
ても、また、こちらだけで勝手に押し付けて
行っても、結局は途中で崩壊したのでは何も
ならない。その時に一番大切な事は、法律の
前にこう考えています。まずは安曇野の皆様
方に一緒に、この水がどういう状況か、そし
てどういう現状に陥っているのか、危機感を
共有して行くところから始まるのだろうと思
います。そして一番大事な事は、ある一部の
水を使う人だけをターゲットにして、それを
悪者にする様な形でこの問題を進めたくはな
いと、その様に考えております。その上でど
のようにして行くかというと、一番大事な事
の現実に気が付く必要があります。分かって
いそうで分かっていない事です。それは、地
下水をお金を払って使っていらっしゃる方々
が、今の住民の方々なのです。水道水という
形で、実際に費用負担をしていただいており
ます。流した水については、下水道料も取ら
れております。ところが、私は今、地下水を
ただで汲み上げております。実際に生活して
いらっしゃる方だけが負担をされていて、商
売をして儲けている人が水を汲み上げておい
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て、このままとは何事だと思いました。です
から、10万人全員で応分の負担をし合って、
但し難しいのは応分と言う意味ですが、全員
で良い道を開いて、そして継続する。継続し
て行くためにはどうしても、国だったら法律、
地方自治体だったら条例が必要になりますの
で、やはりきちっとした形のコンセンサスを
作った上でやるしかない。私達だってお金を
払わなくてはいけないと思います。安曇野は
日本屈指の水資源のある所でございます。こ
の水資源を皆で謳歌して、皆で良い日を向か
えるために考えて行きたいと、それが私の考
え方でございます。

等々力：私は今、NPOをやっておりますが、
実はやめたいと思いました。私がやらなくて
も、若い方達が安曇野だけで約20人程居ます。
そういう人達の中でやっていて、もう私はい
いと思いました。私の仲間が皆自分達で自分
の事をやってくれています。私はパソコンを
やらないのです。出来ないのです。メールも
やらないのです。私の妻がメールを見て、10
日も前のメールを今頃見ている。それが現実
です、毎日見る人は居ません。私は回覧板の
時に皆さんに聞きました。「ホームページを
見ている人は？」15人のうち３人だけです。
後は見ていないのです。やっていないのです。
だから、回覧板をやれと言ったのです。地域
の色々な物もそうなのです。自分達が率先し
てやって行く内に、段々育って来てそれが自
分達の物になって、最終的には自分が出て行
かなくても皆がやってくれるようになります。
皆が一つにならないと仲間にならない。
NPOだってそうです。私は仲間なのです。
仲間だから皆が私を助けてくれてた。もう私
はこれから恩返しをする時です。そういう仲
間が皆の周りにいる。今、花街道に100団体
居ます。約１万平方メートルの花を植えてい
ますが、それを私は今年、辞めたいと言いま

した。もう俺の時代じゃないからやってくれ、
と言いましたが、今ここで辞められたら困る
のでと言われてもう１回やっているのですが、
でももう私の時代では無いと思っています。
だから如何に自分達の物が自分達の物では無
く、皆の物になって行くか。水だってそうだ
と思うんですよ。ゴミもそうでしょ。ゴミを
捨てる時は他所へ持って行け、良い物だけこ
ちらに残す、そんな理不尽な事は駄目です。
やはり自分の持った物は自分で処理をする。
それがルールという物です。そうでなかった
ら、上手く行きっこないですよ。駄目な物だ
け他所へ持って行って、良い物だけ持って来
い何て、そんな図々しい事は無い。地域とい
うのは自分達の物だ、それを守って行くのは
自分の責任だ、だから頑張って行かないとい
けない。最終的にはそこに到達するのではな
いかなと思います。

渡邊：余り時間が無いのですが、村山先生
と中野さんにも同じ様な質問をしたいと思い
ます。景観問題、或いは水の問題を、一時的
な解決では無く、持続的に解決して行くため
に、どの様にしてルールを維持して行けば良
いのでしょうか。ご意見を伺いたいと思いま
す。

村山：一番重要な事と言うのは、無理はし
ないという事だと思います。一気に進めて行
くというよりは、10年、20年先にどうなって
いるのか、どうしなければいけないのかとい
う事を考えてやっていく事が必要だと思うん
です。一人でやる場合も自分一人で頑張ると
言っても、結構大変な事です。グループでや
る場合も、短期的には頑張れるけれども、継
続させるというのは難しいと思います。そう
すると、無理しないで、でも楽しめるという
か、そういった事がなければ持続というのは
中々難しいだろうなと思います。ですから、
義務意識は重要ですが、それだけでは息切れ
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をしてしまう。景観問題にしても水問題にし
ても、一方でこれをやらないといけないとい
う認識を持つ、危機意識を持つという事は重
要ですが、景観の維持とか景観づくり、水の
保全といった事について、それなりに楽しむ
とか、楽しめるという事が重要なのではない
かな個人的には思っております。

中野：景観や水とは違うのですが、私が地
元の西宮市で関わっている事業を紹介したい
と思います。エコカード制度、エコポイント
制度というのがありまして、子供達にカード
を配っています。テーマはエコ。エコロジカ
ルな活動をすると、ポイントを貰え、ポイン
トを集計すると、子供達はエコレンジャーと
認定されたり、ちょっとした景品が貰えます。
家族でやるとエコファミリーになれる、とい
う制度も有ります。子供達はポイントとか景
品に釣られてやりたがるのです。更に、子供
単位だけでは無く、小学校とかPTA単位で
集計をして、その集計したポイント毎に助成
金を出して、子供達の活動とかPTAの活動
を支援するという様な制度が有ります。その
お金は若干行政からも出ていますけれども、
基本的には企業からお金を出して貰っていま
す。何で企業がお金を出しているかと言うと、
エコカードにエコスタンプを押す時、プラス
チックバックでは無くエコバックを持って来
たら、ポイントをあげますよという仕組みに
しておく。そうすると、子供達がこっちの店
で買い物をしてよ、お母さんにエコポイント
を貰ってよ、という事になる。エコバックの
話であれば、多少はごみが減る、行政の方も
経費が減って助かるという感じになります。
誰かだけが何かをしなくてはいけないという
のでは無くて、行政、市民、企業、そういっ
た物が上手く繋がって回る様な仕組みが作れ
ると思います。上手くいって欲しいなと思い
ます。先程、等々力さんが幾つか言われてい

た活動の中にそういった芽が見えましたので、
安曇野でも始まっているのかもしれません。

渡邊：最後に一言だけお願いします。今日、
上條さんと等々力さんのお話を聞いていて、
安曇野に対する非常に熱い思いを感じました
が、ここで熱い思いを皆で共有して終りでは
面白く無いというか、広がりが無いと思うん
ですね。最後の方でお話があったネットワー
クの話というのは、どうやってそれを広げて
行くのかという事なのかと思います。その第
一歩として、皆がこの問題に関心を持つとい
う事が、大事なんだろう。そしてこの問題に
ついて知るという事が第一歩なのかなと感じ
ました。この問題は結局は、皆の物と私の物
という物をどうやって繋げて行くか、という
事なのだろうと思います。等々力さんは恐ら
く、そんな事は当たり前だとおっしゃるので
はないかと思いますが、そうでは無い人が大
多数居て、その様な人達をどうやって巻き込
んで行ったら良いのかが課題です。先程、上
條さんが敵を作らない、悪者を作らない、と
いうお話をしましたが、恐らく景観問題も水
の問題も、対立をしても恐らく解決はしない
だろう。関心を持ってもらい、皆を巻き込ん
で、その中で協力をしてもらう、或いはこの
問題に積極的に関わってもらうという仕組み
を作っていくのか。それを多分等々力さんは、
色々な形でされて来たのかなと思います。も
う時間が無いので、最後に上條さんと等々力
さんから一言ずつ、これからの決意について
お伺い出来ればと思います。

上條：短めに。私が考えている基本は、人
類において水という物が大切である、まずこ
の理念でございます。その中でも、これだけ
水に恵まれた屈指の安曇野に、良い形で水が
活かされる日のために頑張って行きたいと、
以上でございます。

等々力：色々な組織が仲良しクラブじゃ駄
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目なんですよ。これは絶対です。私は色んな
物を作る時に、必ず、言葉は悪いのですが、
嫌な人間をいっぱい入れるのです。何故かと
言うと、仲良しクラブになりたく無いからで
す。その人達に意見を言ってもらう。ガンガ
ンきます。他の人は「もうやめてくれないか、
えらい目にあった。」と言うんですけれども、
聞いていて、相当な事を言ったら、「素晴ら
しいですね。あなたが言い出したのだから、
あなたがリーダーとしてやってくれません
か。」と投げかけると、大体10人中８人から
９人は下がって行ってしまいます。あなたが
言い出した事でしょ、と言うのですが、難し
いのです。それをただやるだけです。ひたす
らやり続けるだけです。そうすると、仲良し
クラブにはならないのです。そうすると、そ
の人はこっちに今度言わなくなる。後はしめ
たものです。堂々とやれば良い。そういう一
つのルール的な物が必ずないと駄目ですよ。

最終的には皆が幸せを掴むんですよ。色々
言った人も、「あんな事を言ったけど、出来
なかった。あの人達は大したもんだ。」と
言って、良くなってくれれば、それも良い
じゃないですか。そういう気持ちを皆が持っ
たら、ルール作りのまず第一歩が出るんです
よ。その次に挑戦が始まる訳ですから。色ん
な困難というのは、そういう所から出発する
のではないかと思いますの。私もそれを続け
て行くつもりですので、宜しくお願い致しま
す。

渡邊：どうもありがとうございました。司
会の不行届きで、時間が大幅に超過してしま
い、申し訳ございませんでした。これを機会
に今後もずっと、景観とか水とか、安曇野の
事を皆で考えて行く事が出来ればと思います。
短い時間でしたが、皆さんご静聴ありがとう
ございました。パネリストの方々にもう一度
拍手をお願い致します。


